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令和 7年 11月 1日発行　発行／小笠原村議会　編集／議会だより編集委員会　電話 04998-2-3118

　平成 30 年 12 月に東京都、 小笠原村、 東京電力パ

ワーグリッド株式会社で協定締結し取り組まれてきた本

事業、 その事業開始式が去る８月２９日に行われました。

電力供給の方式は、 日本初の取組みです。 この成果に

よっては全国の離島での電力エネルギー事業に大きく寄

与することになります。 母島支所にて日々の電力供給量

を見ることが出来ます。 ゼロカーボンの取組み、 防災力

強化の視点からも大変大きな効果が期待できます。 　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　池田　望
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令和６年度決算特別委員会 　10月2日,3日

令和６年度決算特別委員会　委員長報告

　本委員会に付託された令和６年度各会計歳入歳出決算は、 審査の結果、 次のとおり決定したの
で、 会議規則第７７条の規定により報告いたします。

令和７年１０月３日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和６年度決算特別委員会委員長　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平野　悠介
小笠原村議会議長　池田望　様

１　件　名

　認定第１号令和６年度小笠原村一般会計歳入歳出決算、 国民健康保険特別会計他４件の特別
会計及び簡易水道事業会計他１件の地方公営企業会計歳入歳出決算につきましては、 すべて認
定すべきものと決定しました。

２　意　見

　令和６年度決算は、 経常収支比率、 実質公債費比率ともに概ね良好である。 来年度以降も小笠
原小中学校改築工事等大きな予算を要する整備が予定されており、 地方債の発行等財政運営に
おいては、 大変厳しさを増すことが想定される。 村債の任意繰り上げ償還含め、 慎重に計画的な
財政運営に努められたい。 地方公営企業会計となった初年度、 現金主義から発生主義となったこ
とによる処理に苦慮されていたところが見受けられたが、 移行されたことにより、 今後の水道事業の
健全化を図っていくためにも、 財政状況の明確化、 適正な資産管理を行うことにより、 安定した施
策に寄与することを期待いたしたい。
　なお、 個別具体的に指摘 ・ 要望のあった次の点について、 必要な見直しをされたい。

１　新たな施設には類似施設を例に利用の実態に即した安全対策の確認と、 設備の保護に努めら
　　れたい。
２　物価高による建築費高騰は続いており、 公共工事の入札不調については継続して対応された
　　い。
３　職員の確保については、 人材育成の充実も含めて効率的な施策を検討されたい。
　　　その他、 本委員会での指摘事項、 また監査委員の決算審査意見を踏まえて、 なお一層効率
　　　的な行財政運営に努力されたい。

　一般会計歳出総額約６５億円の決算が成立しました。 特別会計まで含めると約 73 億円

もの規模になりました。 小笠原振興開発特別措置法による振興開発費があるとはいえ、

非常に大きな規模です。

　これらの歳出決算は村民の皆様が収めた税金によって、 様々な事業が実施された結果

です。 これらの事業での支出が村民の福祉の向上に寄与したか、 事業の目的に則して

予算通りに正しく使われたか、 我々議員はしっかりと見ていかなければなりません。

　令和６年度は、 小笠原小 ・ 中学校の体育館、 母島子育て支援施設と大規模な建築工事が概ね完成を

迎えました。 令和７年度以降も小笠原小 ・ 中学校の建て替えという大きな案件が続きます。 将来の子供た

ちのための支出が、 子供たちの大きな負担にならないよう、 慎重な審査に取り組んでいきます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和 6 年度決算特別委員会委員長　平野　悠介

平野悠介 委員長　清水良一 副委員長

　村長から提出された「令和６年度各会計決算」の審査を行うため、決算特別委員会を

設置し、2日間にわたり審議をいたしました。その結果、以下の意見を付し、委員全員の

賛成を受け、すべての決算を認定し、議長宛に報告書を提出しました。

ひとこと
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村
税
に
つ
い
て

前
年
度
よ
り
３
３
８
万
円
減
の
要
因

は
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

清
水)

令
和
６
年
度
に
実
施
さ
れ
た
定
額

減
税
の
影
響
の
た
め
。　
　

(

財
政
課
長)　

農
道
管
理
事
業

整
備
予
定
場
所
に
お
い
て
側
溝
蓋

設
置
全
て
整
備
さ
れ
て
い
な
い
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(
平
野)

老
朽
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
側
溝
の

整
備
等
行
い
、
安
全
対
策
を
講
じ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

建
設
水
道
課
長)

道
路
維
持
管
理
事
業

沖
村
５
号
線
道
路
拡
張
工
事
未

執
行
の
原
因
は
。　
　
　
　
　
　
　

(

宮
城)

入
札
参
加
業
者
が
な
か
っ
た
た
め
、

令
和
７
年
度
実
施
決
定
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

母
島
支
所
長)

自
然
環
境
啓
発
事
業

村
民
参
加
の
森
づ
く
り
事
業
約

３
４
６
万
円
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
か
、そ
の
評
価
は
。
（宮
城
）

こ
の
予
算
は
、
森
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

植
生
回
復
に
向
け
た
植
生
管
理
、
村
民

参
加
型
イ
ベ
ン
ト
等
年
3
回
森
の
手
入

れ
等
実
施
し
て
お
り
、
目
指
し
て
い
る

森
に
近
づ
い
て
い
る
。　
　
　

（環
境
課
長
）

中
国
船
違
法
操
業
対
策
事
業
補
助

ど
の
よ
う
な
事
業
を
行
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

宮
城)

父
島
、
母
島
に
お
い
て
ブ
イ
係
留

の
設
置
を
行
っ
た
。(

産
業
観
光
課
長
）

生
活
排
水
処
理
事
業

浄
水
場
で
処
理
さ
れ
た
汚
泥
肥
料

調
査
の
結
果
は
。　
　
　
　
　
　
　

(

平
野)

堆
肥
と
し
て
の
利
用
可
能
で
あ
る

と
結
果
は
出
た
が
、
実
際
の
利
用
は
ま

だ
な
い
。　
　
　
　
　
　

(

建
設
水
道
課
長)

地
方
公
営
企
業
会
計

公
営
企
業
会
計
と
な
っ
た
メ
リ
ッ
ト

は
、
ま
た
、
中
期
的
に
ど
う
考
え
て
い

る
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

清
水)

常
に
経
営
状
況
が
把
握
で
き
る
こ

と
が
メ
リ
ッ
ト
。
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
の
た

め
に
は
料
金
改
定
は
必
須
。
経
営
戦
略

ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

建
設
水
道
課
長)

■問 □答 ■問□答■問□答

『令和６年度決算特別委員会』質疑の一部を紹介します。

■問

■問□答

□答

■問□答 ■問□答

決算特別委員会
アーカイブ
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一般質問

【一般質問一覧】

● 片股敬昌

　 １．教職員の服務事故防止について

● 安藤重行

　 １．防災対策に伴う訓練等について

　 2．通学路の安全確保対策について

● 平野悠介

　 １. 村長所信について問う 

教育長…相談しやすい環境づくりに努めていく。

教職員の服務事故防止の取り組みは

全
国
で
教
員
の
不
祥
事
が
発
生
し
て
い
る
が
。

学
校
、
教
職
員
全
体
の
信
用
を
失
墜
さ
せ
る

行
為
で
極
め
て
遺
憾
、許
す
こ
と
の
出
来
な
い
行
為
。

盗
撮
行
為
の
処
罰
規
定
は
。
ま
た
、
教
員
個

人
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
取
り
扱
い
は
。

性
暴
力
の
よ
う
な
場
合
、
懲
戒
免
職
。
児
童

の
撮
影
は
学
校
備
品
の
カ
メ
ラ
に
限
っ
て
い
る
。

ど
の
よ
う
な
人
に
教
員
に
な
っ
て
欲
し
い
か
。

熱
意
と
使
命
感
、
責
任
感
を
持
っ
た
教
員
、
離

島
教
育
に
理
解
と
意
欲
の
あ
る
人
に
来
て
欲
し
い
。

性
被
害
に
あ
っ
た
子
供
た
ち
の
相
談
先
、
安
心

し
て
話
を
聞
い
て
く
れ
る
環
境
整
備
は
。

相
談
窓
口
の
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
て
い
る
。
学

校
内
で
の
相
談
が
難
し
い
場
合
は
教
育
委
員
会
や

第
三
者
相
談
窓
口
へ
。
女
子
児
童
の
場
合
は
女
性

職
員
が
対
応
。

具
体
的
な
性
被
害
が
あ
っ
た
場
合
は
。

学
校
、
教
育
委
員
会
、
警
察
、
第
三
者
相
談

窓
口
な
ど
相
談
し
や
す
い
機
関
の
選
択
を
。

医
療
機
関
を
受
診
し
た
際
の
費
用
負
担
は
。

18
歳
以
下
の
医
療
費
は
無
償
。

警
察
の
事
情
聴
取
の
際
、
被
害
女
性
の
精
神

的
負
担
を
考
え
、
女
性
警
察
官
の
配
備
を
。

小
笠
原
に
は
女
性
警
察
官
が
配
備
さ
れ
て
お

り
非
常
に
心
強
く
感
じ
て
い
る
。

一
部
の
教
職
員
の
服
務
事
故
が
教
育
界
全
体

に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
研
修
の
充
実
を
。

■問■問 □答
片股 敬昌

事故防止に向け
た研修に全力を

□答■問□答■問□答■問□答■問□答□答 ■問■問

● 清水良一

　 １．母島太陽光発電実証事業について

　 ２．父島情報センターの太陽光発電の

　　　 利用方法について

● 稲垣勇

　 １．子育て世代への支援について

● 宮城ジャイアン

　 １．母島保育園の現状と課題について

　 ２．セグロウリミバエ侵入に対する島の 

      対策、課題について

　 ３．防災津波対策と対応の課題について
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津波に備えた父島保育園の計画が必要

村長…中学校跡地の利用も含め再検討。

７
月
30
日
の
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
沖
地
震
の
津

波
警
報
で
は
、
避
難
指
示
の
防
災
無
線
発
信
ま
で

の
時
間
が
遅
い
と
指
摘
が
あ
る
が
、
村
の
見
解
は
。

村
で
は
直
ち
に
災
害
対
策
会
議
を
開
催
し
、

津
波
到
着
予
定
時
刻
な
ど
各
情
報
を
収
集
し
、

避
難
所
の
開
設
等
を
決
定
の
上
で
防
災
行
政
無
線

広
報
。
い
ち
早
い
発
信
に
努
め
る
。

避
難
所
の
配
置
職
員
数
の
偏
り
や
、
避
難
所

滞
在
時
に
お
け
る
備
品
が
不
足
。
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
な

ど
情
報
イ
ン
フ
ラ
も
必
要
。
対
応
は
。

各
避
難
所
開
設
時
の
増
員
、
都
職
員
に
出
動

要
請
な
ど
見
直
し
。
避
難
所
物
品
も
不
足
品
の
配

備
等
を
実
施
。
情
報
イ
ン
フ
ラ
設
備
の
差
も
解
消

に
努
め
、
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
も
整
備
。

避
難
所
で
の
空
調
は
、
熱
中
症
対
策
と
し
て

必
要
だ
が
、
冷
房
整
備
に
つ
い
て
村
の
考
え
は
。

新
た
な
設
備
の
導
入
は
困
難
。
他
の
避
難
所
へ

移
っ
て
い
た
だ
く
な
ど
の
対
応
と
し
た
い
。

プ
ロ
パ
ン
庫
の
高
台
移
転
の
状
況
は
。

父
島
の
プ
ロ
パ
ン
庫
は
高
台
移
転
用
地
に
目
途
。

在
宅
避
難
の
備
え
と
し
て
ホ
ー
ム
サ
バ
イ
バ
ル

ト
ラ
イ
ア
ル
が
あ
る
。
周
知
広
報
し
て
は
。

良
い
提
案
で
あ
る
の
で
今
後
勉
強
す
る
。

父
島
保
育
園
の
計
画
策
定
に
関
し
て
、
中
学

校
跡
地
の
活
用
を
含
め
て
検
討
す
べ
き
で
は
。

中
学
校
跡
地
も
父
島
保
育
園
の
移
転
候
補
先

で
は
あ
る
が
、
運
営
体
制
等
も
含
め
再
検
討
す
る
。

□答 ■問 ■問□答
平野 悠介

津波災害に強い島

づくりが大切

■問□答

その他の
質問

▶職員不足の中、記念事業の進め方

   について

■問□答■問□答■問□答

安藤 重行

カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
沖
地
震
の
津
波
で
細
部
に

渡
る
課
題
が
見
つ
か
り
そ
の
教
訓
を
生
か
し
、
村
民

の
協
力
し
認
識
を
共
有
す
る
取
組
が
重
要
で
は
。

今
回
の
避
難
に
際
し
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
意
見
を
聴

取
し
て
お
く
こ
と
が
、
村
と
村
民
の
認
識
の
隔
た
り

を
無
く
し
共
通
認
識
の
も
と
防
災
対
策
に
取
組
む
こ

と
が
重
要
な
の
で
提
案
す
る
。

高
台
避
難
が
第
一
で
対
応
。
初
め
て
の
避
難
所

も
あ
り
様
々
な
課
題
が
見
つ
か
っ
た
。
点
検
等
作
業

確
認
を
再
検
討
。
避
難
所
の
受
入
れ
が
ス
ム
ー
ズ
に

出
来
る
よ
う
に
し
、
避
難
所
対
応
す
る
職
員
の
不

足
が
わ
か
っ
た
為
応
援
を
依
頼
。
早
急
な
避
難
所

開
設
、
責
任
者
の
役
割
の
明
確
化
。
交
通
整
理
員

の
訓
練
、
物
品
の
点
検
な
ど
の
見
直
し
。
受
付
時

間
短
縮
シ
ス
テ
ム
の
導
入
。
情
報
収
集
の
Ｔ
Ｖ
や
Ｗ

ｉ

-

F
ｉ
環
境
の
検
討
を
強
化
。
ま
た
、
今
回
島

民
の
方
々
の
迅
速
な
対
応
・
援
助
を
い
た
だ
い
た
こ

と
に
感
謝
し
て
い
る
。

通
学
路
の
平
和
の
鐘
の
鎖
を
取
外
し
安
全
対
策
の

取
組
み
以
外
に
も
、
路
側
帯
に
赤
い
防
護
杭
の
設
置

の
実
現
が
で
き
な
い
か
提
案
。
裏
路
の
十
字
路
で
は
停

止
線
が
な
い
方
は
車
が
停
ま
ら
ず
、
事
故
が
起
き
て

い
る
の
で
白
線
を
引
き
対
策
を
。

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
の
意
識
向
上
が
必
要
。
関

係
機
関
と
協
議
し
、
白
線
も
検
討
す
る
。
通
学
路

に
つ
い
て
は
意
識
を
高
く
持
ち
続
け
、
子
供
達
が
安

心
し
て
通
学
で
き
る
環
境
を
守
っ
て
い
き
た
い
。

■問□答■問

防災での対策訓練を全島民参加が必要では！　

通学路の安全確保で生徒も島民も安心を提案！

村長・・・村民皆様の日頃からの心構えや
           緊急時の冷静な判断に感謝！ 島 民 の 安 全 ・ 　

安心を第一に！

交差点白線と路側帯

□答
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一般質問

①母島太陽光発電実証事業について

②父島太陽光発電(情報センター、扇浦交流センター)について

環境課長…母島の1ヶ月の電気使用量27万kｗhの半分程

　　　　　　　 度の電力供給を目標とする。
村 長 … … 父島では新たな技術や民間への啓蒙活動を

　　　　　　　 もとに自立分散型の電力供給を目指す。

８
月
29
日
に
母
島
太
陽
光
発
電
実
証
事
業
の
開

始
式
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
事
業
を
成
功
さ
せ
る
に
は

島
民
の
理
解
が
必
要
❶
こ
の
施
設
の
能
力
は
？

❷
現
在
の
発
電
実
績
は
？
❸
蓄
電
池
の
充
電
状
況

は
？
❹
耐
用
年
数
と
管
理
体
制
は
？
❺
民
間
の

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
余
剰
電
力
を
買
上
げ
て
も
ら
え
る

の
か
？
❻
父
島
で
の
方
針
は
？

❶
母
島
の
電
力
需
要
の
半
分
程
度
❷
供
給
量
は

５
割
を
上
回
る
。
❸
９
月
は
満
充
電
に
な
っ
た
こ
と

は
な
い
。
❹
15
年
か
ら
20
年
、
東
京
電
力
パ
ワ
ー

グ
リ
ッ
ド

（株）
が
責
任
を
持
っ
て
運
用
管
理
す
る
と
認

識
。
❺
連
携
可
能
量
は
現
時
点
で
ゼ
ロ
、今
後
検
討
。

❻
父
島
で
は
大
規
模
な
施
設
は
困
難
、
自
立
分
散

型
の
電
力
供
給
構
築
が
必
要
。

現
在
父
島
で
自
立
分
散
型
の
蓄
電
池
を
使
っ
た

施
設
と
し
て
、
❼
情
報
セ
ン
タ
ー
❽
扇
浦
交
流
セ

ン
タ
ー
が
あ
る
が
そ
の
状
況
は
？

❼
５
・
５
ｋ
ｗ
ｈ
の
パ
ネ
ル
と
６
・
５
ｋ
ｗ
ｈ
の
バ
ッ
テ

リ
ー
２
基
を
設
置
、
停
電
時
で
も
電
灯
、
通
信
機

器
等
の
使
用
を
想
定
。
❽
10
ｋ
ｗ
ｈ
の
パ
ネ
ル
を
系

統
に
繋
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
今
後
は
無
駄
な
く

使
え
る
よ
う
技
術
的
に
検
討
。

□答 ■問 ■問□答
清水 良一

島民一丸となって
減らす、 HTT の
チャレンジを！

クールネット東京HTT

太陽光発電設備の助

成事業はこちら

母
島
で
は
民
間
の
賃
貸
住
宅
で
子
育
て
を
し
て

い
る
世
代
が
あ
る
。
母
島
で
住
み
続
け
子
育
て
を
し

て
い
き
た
い
が
ワ
ン
ル
ー
ム
で
狭
い
。
都
営
住
宅
の
空

き
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
す
、
入
居
出
来
な
い
現
実

だ
。
島
民
の
安
心
安
全
な
生
活
を
守
る
行
政
の
長
で

あ
る
村
長
は
、
東
京
都
へ
ど
の
様
な
働
き
を
し
て
き

た
か
伺
う
。

７
月
29
日
に
議
長
と
一
緒
に
東
京
都
住
宅
政
策

本
部
長
を
訪
問
し
、
小
笠
原
住
宅
の
早
期
の
公
募

再
開
に
向
け
た
要
望
を
し
て
き
た
。
そ
の
中
で
小
笠

原
住
宅
へ
の
入
居
を
希
望
す
る
子
育
て
世
代
が
民
間

の
ア
パ
ー
ト
に
住
ん
で
い
る
実
態
も
本
部
長
に
伝
え

て
き
た
。
現
在
そ
の
回
答
を
待
っ
て
い
る
状
態
で
あ

る
。
東
京
都
住
宅
政
策
本
部
に
は
早
期
の
回
答
を

引
き
続
き
求
め
て
い
く
。

以
前
に
も
母
島
で
子
育
て
を
し
、
住
み
続
け
た

い
が
都
営
住
宅
の
空
き
が
あ
る
が
な
か
な
か
話
が
進

ま
な
い
た
め
、
内
地
の
知
人
を
頼
っ
て
島
を
離
れ
て

い
っ
た
方
も
い
る
。
こ
う
い
う
こ
と
が
繰
り
返
し
続
い

て
い
く
こ
と
は
島
民
と
し

て
も
耐
え
ら
れ
な
い
。
何

と
し
て
も
こ
う
い
う
こ
と

を
変
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
議
員
と
し
て
村

長
と
共
に
東
京
都
へ
働

き
か
け
て
い
き
た
い
。

子育て世代への支援について

稲垣 勇

島の住宅不足、

何とかしたい！

■問□答

村長…議長と一緒に都庁で要望してきた。
　　　　早期の回答を引き続き求めていく。

■問
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出張日 出張用務

7/17

7/18

硫黄島戦没者遺骨引渡式参列
東京都島しょ町村議会議長会第1回臨時総会出席

全国離島振興市町村議会議長会総会・研修会出席

東京都島しょ議長会要望活動（東海汽船株式会社）
第14回東京都航空路協議会出席

7/25

愛らんどリーグ2025八丈島大会出席7/26～27

東京都小笠原住宅に関する要望（東京都住宅政策本部長）7/29

「基地交付金」に関する要望活動（総務省）7/30
「特定防衛施設周辺整備調整交付金」に関する要望活動（防衛省）

令和７年度硫黄島訪島事業出席7/31

議 長 出 張 報 告 　第14回小笠原航空路協議会に委員

として出席いたしました。東京都から

は、小笠原へ飛行可能が見込まれて

いた2機体のうち、ATR42-600Sの開

発が中止となり、AW609のみ1機体の

型式承認待ちであること、今年度も航

空機等調査、空港計画調査、環境調

査等の取組みを引き続き行っていくと

説明がありました。村民の皆様へ具体

的な内容としてお示し出来ておりませ

んが、村議会としても早期開設に向け

少しずつでも前に進むため、全議員

一丸となって取り組んでまいります。

　硫黄島戦没者遺骨引渡式に参列さ

せていただき、23柱のご遺骨が千鳥ヶ

淵戦没者墓苑に納められました。

　　　　　　　　　　　　　　議長　池田　望硫黄島戦没者遺骨引渡式　  小笠原航空路協議会 東京都島しょ議長会要望

①
ど
う
い
う
状
況
か
？
急
な
説
明
会
で
保
護

者
が
困
惑
。
登
録
制
で
支
え
る
仕
組
み
は
構
築

で
き
な
い
か
？
人
員
不
足
時
、
緊
急
避
難
の
体
制

は
？
今
後
も
こ
の
体
制
が
続
く
の
か
？
村
長
の
説

明
会
の
発
言
に
つ
い
て
一
言
。

人
員
不
足
で
契
約
児
以
外
が
16
時
帰
り
か
ら

12
時
半
帰
り
に
縮
小
。
地
域
の
人
材
を
活
か
す
な

ど
検
討
す
る
。
避
難
は
支
援
を
呼
び
か
け
る
。
体

制
は
来
年
３
月
ま
で
の
予
定
。
説
明
会
で
の
こ
と
は

お
詫
び
す
る
。

②
沖
縄
本
島
で
発
生
の
ミ
バ
エ
。
農
作
物
が
出

荷
停
止
に
な
っ
て
い
る
。
ど
う
考
え
て
い
る
か
？
小

笠
原
侵
入
の
場
合
は
？
父
島
が
検
疫
港
と
な
り
外

国
船
が
直
接
入
港
可
に
。
沖
縄
経
由
の
船
へ
の
対

応
は
？
関
係
者
で
話
合
っ
て
欲
し
い
。

小
笠
原
に
侵
入
し
た
場
合
は
重
大
。
早
期
発
見
・

対
応
を
支
え
る
。
村
民
だ
よ
り
で
広
報
。
沖
縄
経

由
の
外
国
船
に
は
注
意
喚
起
を
実
施
。

③
７
月
末
の
津
波
避
難
で
沢
山
の
課
題
発
見
。

長
期
避
難
時
の
要
介
護
者
の
対
応
は
？
ペ
ッ
ト
の
避

難
は
？
関
係
者
を
集
め
た
災
害
対
策
会
議
が
必
要

で
は
？
自
助
、
共
助
、
公
助
が
大
切
と
思
う
が
？

避
難
要
支
援
者
、
関
係
機
関
と
協
力
し
て
い

く
。
ネ
コ
は
ネ
コ
待
ち
で
預
か
れ
る
。
関
係
者
で
話

合
い
や
情
報
交
換
を
し
て
い
く
。
今
後
も
理
解
と

協
力
を
お
願
い
す
る
。

①母島保育園の現状と課題について

②セグロウリミバエ対策　 ③津波避難について！

宮城 ジャイアン

住民の声を届け、

島の課題を解決！

みんなで困難を

乗り越えよう！

①村民課長………人員不足で体制変更。

②産業観光課長…関係機関で対応する。

③総務課長………1月に新村民会館が完成。

　　　　　　　　　　      情報交換する。

■問■問 □答□答■問□答
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〇令和６年度小笠原村各会計歳入歳出決算全８件の認定について

〇小笠原村副村長の選任の同意について

〇令和６年度小笠原村健全化判断比率及び資金不足比率の報告について

〇出資法人の経営状況について

〇延滞利息金の支払いについて（専決処分）

〇小笠原村義務教育就学児の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例

〇小笠原村高校生等の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例

〇小笠原村村民会館条例の一部を改正する条例

〇小笠原村母島保育所条例の一部を改正する条例

〇蝙蝠谷農業団地条例の一部を改正する条例

〇小笠原村村税条例等の一部を改正する条例

〇令和７年度小笠原村一般会計補正予算(第２号)他補正予算４件

〇財産の取得（歯科用Ⅹ線診断装置）について

〇小笠原村議会議員の請負の状況の公表に関する条例

〇議員の派遣について

小笠原村副村長の選任

金子 隆（56歳）
※年齢は選任日現在

略　歴　　

平成28年4月　

　  一社）小笠原村観光協会副会長

令和元年5月　  小笠原村議会議員

　　　　　　 総務委員会副委員長 

令和３年９月　　　小笠原村副村長

令和７年第３回定例会議案等審議（開会日：9月12日、26日、10月3日）

【全議案等、賛成多数で承認、可決されました。】　

住宅政策

母島静沢分譲地、父島小曲地区、村長の要望活
動についての報告・質疑が行われた。

令和８年度東京都予算編成に対する要望

令和８年度東京都予算編成に対する小笠原村の
要望事項の概要について報告があった。

令和８年度小笠原諸島振興開発事業の概

算要求

令和８年度小笠原諸島振興開発事業概算の要求
内容について報告があった。

総務委員会　9月26日 片股敬昌 委員長　平野悠介 副委員長

小笠原諸島世界自然遺産関連

　8 月 26 日  小笠原諸島世界自然遺産地域
　　　　　  　連絡会議（第１回）
　9 月 5 日　 小笠原諸島世界自然遺産地域
　　　　　　  科学委員会（第１回）
 
○村民向け普及啓発事業
　9 月 27 日　オガグワの森昆虫観察会　　　　　

○母島北部のノネコ対策事業
　母島石門周辺におけるノネコ対策事業令和 7 年
　度から 3 年間実施予定。

○ネコプロジェクト 20 周年記念事業
　9 月 8 日からポスター展開催　
　会場：世界自然遺産センター

○オガサワラカワラヒワの巣立ち成功
　恩賜上野動物園で 2 羽、父島の 2 施設で 4 羽
　のヒナが巣立ちに成功。

愛玩動物の持ち込み制限や持ち込んで良いペット等が審議されることになった。

アカガシラカラスバト保護のため、 ノネコの完全排除に、 またオガサワラカワラヒワ全滅回避

にさらに取組む。 母島静沢分譲地の測量、 造成設計を委託する入札が行われた。 父島小曲

地区の土地売買契約を締結した。 村の人口減少、 子育て支援に対処するため東京都小笠原

住宅の早期募集再開を村長 ・ 議長が東京都に要望の報告がされた。

ひとこと
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硫黄島調査特別委員会　9月26日

その他

●硫黄島島民平和祈念墓地公園管理事業
　　　　　　　　　（年 6 回実施予定） 
　第２回：7 月 16 日～ 21 日（実施） 　
　第３回：10 月 28 日～ 11 月 2 日
　　　　（噴火の影響により中止）
●硫黄島３島クルーズ
　6月14日～15日（実施）71名（旧島民18名、
　村民 53 名）村立中学 2 年生 19 名参加。
　洋上慰霊祭実施。硫黄島調査特別委員会正副
　委員長出席。
●交付金要望活動
　・基地交付金要望　提出先：総務大臣
　・特定防衛施設周辺整備調整交付金
　　提出先：防衛省地方協力局長、
　　　　　　防衛省北関東防衛局長

遺骨収集帰還事業について

第 1 回目：7 月 3 日～ 16 日 ( 実施 )
　　　　　　　　　　収容柱数 23 柱
第 2 回目：10 月 17 日～ 28 日
　　　　　（噴火の影響により中止）

訓練について

・ＨＲＳ訓練（6､ 8 月に計 5 日間）
・潜水訓練（6､ 8 月に計 2 日間）
・掃海訓練（6 月 10 日～ 19 日実施）
・ＬＣＡＣ（エアークッション艇）訓練
　（7 月 8 日～ 11 日実施）
・米海兵隊高機動ロケット砲（ハイマース）展開・
  通信訓練（6 月 6 日実施）　

杉田一男 委員長　安藤重行 副委員長

遺骨収集帰還事業では旧島民の方々などが灼熱の中を苦労し、 これまでに約 1 万柱を収

骨してきた。 難題の多い現状での作業が続いている。 噴火や地盤が隆起しているため作業を

止めることもある。 潜水器具使用の救難活動訓練や掃海訓練等多くの訓練が実施されている。

関係機関の皆様のご努力に感謝し、 今後も委員会で様々な課題を注視して行きます。

「小笠原村議会議員の請負の状況の公表に関する条例」の制定を本会議に提案することを決
定。「議員報酬改正」については、本委員会において継続調査することを決定しました。

議会運営委員会　8月２7日、9月９日 宮城ジャイアン 委員長　清水良一 副委員長

小笠原航空路開設推進特別委員会  9月26日 稲垣勇 委員長　平野悠介 副委員長

第14回小笠原航空路協議会

 小笠原航空路に係る令和6年度調査結果、検討状況及び令和７年度調査事項

 小笠原航空路協議会の議事・資料は、東京都総務局行政部ホームページをご覧ください。

AW609 の米国での型式証明が 2025 年内に取得見込みとの報告がありました。 米国での型

式証明が取れれば次は日本での取得となり、 国内導入の現実味が帯びてきました。 型式証明

で正式な仕様が公開になりますので、 小笠原での運用も精査されていくことになります。 村議

会では、 村民悲願の小笠原航空路の開設に向けて今後も取り組みます。

ひとこと

ひとこと
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● 議会映像の配信について
 TV １１チャンネルで中継放送、 Youtube でライブ配信を行います。

過去の議会録画中継は、 アーカイブ配信しています。

【小笠原村公式チャンネル】
URL ： https ://www.youtube.com/@boninl ive5930/streams

会議での発言内容など詳しく知りたい時は、 会議録をご覧ください。

次の施設で閲覧できます。

〇村役場議会事務局

〇地域福祉センター図書室　

〇村役場母島支所

〇母島村民図書室

また、 パソコンやスマートフォンなどで見ることもできます。

小笠原村公式サイト　→　議会事務局　→　会議録で　　検　索

令和７年 第 4回 定 例 会 会 議 日 程 表（ 予 定 ）令和７年 第 4回 定 例 会 会 議 日 程 表（ 予 定 ）
月日 開始時間 会議名 内容

12月15日（月）

12月16日（火）

午前10時

午前 9時

午前11時

午後 2時

午後 3時

本会議

総務委員会

硫黄島調査特別委員会

小笠原航空路開設推進特別委員会

本会議

会期の決定等、一般質問

議案審議

現時点での会議予定です。会議日程については変更がある場合がありますのでご容赦ください。

問い合わせ先　小笠原村議会事務局　電話 2-3118　FAX　2-3208　メール gikai@vill.ogasawara.tokyo.jp

編 集 後 記

●　議会だより編集委員　　　　　安藤重行　清水良一　平野悠介　宮城ジャイアン

　今定例会では令和 6 年度決算が認定されました。 小中学校体育館や母島保育施設な
ど、 子供たちのための大規模な施設が造られ、 次世代の子供たちを受け入れる準備が
進んでいます。 一方で、 子供を連れた世帯が安心して入居できる都営小笠原住宅の全
面的な公募再開には至っていません。 民間の住宅事情の厳しい小笠原では、 居住空間
の制限でご苦労をなさっているご家庭は多いことと思います。
　総務委員会では、 村長 ・ 議長が東京都住宅政策本部に赴き、 公募再開の要望を行っ
ていることが報告されました。 公募再開への期待が否応なしに高まります。 小笠原村議
会としても今後の公募再開の動向を注視し、 一刻も早い公募再開を求めていく必要があ
ると考えています。
　過去、 多くの村民の希望であった都営小笠原住宅、 この希望の火が再び灯る事を願っ
ています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平野　悠介
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